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［実践トピックス］

沖
縄
で
生
ま
れ
た「
手
」（
て
ぃ
ー
）

と
呼
ば
れ
る
武
術
と
、
中
国
か
ら

伝
わ
っ
た
武
術
が
融
合
し
、
現
在

の
空
手
に
な
り
ま
し
た
。
空
手
道

発
祥
の
地
・
沖
縄
は
、
空
手
道
の

授
業
実
施
校
が
日
本
で
も
っ
と
も

多
い
県
で
も
あ
り
ま
す
。

必
修
化
以
前
よ
り
教
育
に
浸
透

　

日
本
国
内
の
空
手
道
実
施
校
189
校

の
う
ち
、
67
％
の
127
校
が
沖
縄
県
内

の
中
学
校
で
あ
り
、
沖
縄
県
の
全
中

学
校
157
校
中
、
実
に
81
％
が
武
道
授

業
で
空
手
道
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
沖
縄
で
は
学
校
体
育

の
中
に
空
手
が
浸
透
し
て
い
ま
し
た
。

古
く
は
１
９
０
１
年
に
空
手
指
導
者
・

糸い
と

洲す

安あ
ん

恒こ
う

が
首
里
尋
常
小
学
校
（
当

時
）
で
、
翌
年
は
船ふ
な

越こ
し

義ぎ

珍ち
ん

が
沖
縄

県
立
第
一
中
学
校
で
指
導
を
始
め
ま

し
た
。
師
匠
か
ら
弟
子
へ
受
け
継
が

れ
て
き
た
空
手
が
教
育
の
場
で
広
く

一
般
に
公
開
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
初

級
者
向
け
の
形
も
創
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
16
年
に
は
「
普
及
形
１
」「
普

及
形
２
」
と
い
う
基
本
的
な
動
き
で

構
成
さ
れ
た
形
が
創
作
さ
れ
、
現
在

も
多
く
の
学
校
で
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
沖
縄
で
は
中
学
校
武

道
必
修
化
以
前
よ
り
、
多
数
の
中
学

校
が
空
手
道
の
授
業
を
行
な
い
、
体

育
祭
な
ど
の
学
校
行
事
に
も
取
り
入

れ
て
い
ま
し
た
。

 空手道発祥の地 沖縄の
空手道授業

Okinawa Special

認
知
度
の
高
さ

　

こ
の
た
び
「
あ
ゆ
み
」
ス
タ
ッ
フ

が
沖
縄
を
訪
れ
、
４
つ
の
中
学
校
で

空
手
道
の
授
業
を
取
材
し
た
中
で
、

地
域
に
お
け
る
空
手
道
の
認
知
度
が

非
常
に
高
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
土
で
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異

な
り
、
沖
縄
で
は
空
手
道
と
言
う
と

ま
ず
「
形
」
が
連
想
さ
れ
ま
す
。

　

沖
縄
に
は
空
手
の
全
国
・
世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
が
何
人
も
い
ま
す
が
、
競

技
で
の
活
躍
が
報
道
さ
れ
た
り
、
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
起
用
さ
れ
る
な
ど
メ

デ
ィ
ア
出
演
も
多
く
、
空
手
道
場
の

多
さ
も
相
ま
っ
て
、
誰
に
で
も
空
手

が
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
教
委
「
積
極
的
に
空
手
道
を
」

　

沖
縄
県
教
育
庁
で
は
平
成
12
年
よ

り
教
員
を
対
象
と
し
た
空
手
道
指
導

法
講
習
会
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

段
位
の
認
定
も
し
て
い
ま
す
。
中
学

校
武
道
必
修
化
に
あ
た
り
、
沖
縄
固

有
の
伝
統
武
道
で
あ
る
空
手
道
を
積

極
的
に
採
用
す
る
よ
う
通
達
を
出
し

た
そ
う
で
、
こ
れ
も
実
施
校
の
多
さ

の
一
因
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ち
な

み
に
県
教
育
庁
に
よ
る
と
、
平
成
24

年
度
、
空
手
道
授
業
で
の
事
故
、
ケ

ガ
の
発
生
は
０
件
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な

授
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
、「
あ

ゆ
み
」
が
取
材
し
た
４
校
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

２
０
１
３
年
９
月
７
日
、
ブ
エ
ノ

ス
ア
イ
レ
ス
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
で

行
な
わ
れ
た
第
１
２
５
次
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総

会
に
お
い
て
、
２
０
２
０
年
開
催
予

定
の
第
32
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
地
が
東
京
に
決
定
い
た
し
ま
し

た
。
未
曾
有
の
災
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
の
復
興
と
銘
打
ち
、

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
の
下
、
臨
ん

だ
東
京
招
致
で
し
た
。
１
９
６
４
年
、

戦
後
の
日
本
復
興
の
象
徴
と
し
て
ア

ジ
ア
で
初
め
て
東
京
に
聖
火
の
炎
が

燃
え
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
奇

し
く
も
半
世
紀
を
経
て
持
ち
上
が
っ

た
「
東
日
本
大
震
災
の
復
興
」
と
い

う
旗
印
だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
と
読
み
上
げ
ら

れ
た
開
催
決
定
の
瞬
間
は
、
日
本
国

中
が
歓
喜
に
包
ま
れ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
の
力
が
人
類

の
平
和
と
繁
栄
に
つ
な
が
る
も
の
と

し
て
、
多
く
の
関
係
者
の
心
を
引
き

締
め
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　

一
方
、
私
た
ち
が
学
ん
で
い
る
空

手
道
は
、
過
去
３
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

正
式
種
目
化
の
俎
上
に
上
が
り
な
が

ら
も
、
最
終
選
考
で
涙
を
呑
ん
で
ま

ー 2020 年東京五輪で「空手道」のデモンストレーションをー

トップコラム

い
り
ま
し
た
。

　
「
伝
統
空
手
道
」
は
、教
育
的
武
道
、

あ
る
い
は
ス
ポ
ー
ツ
空
手
と
し
て
、

全
世
界
１
８
８
の
国
と
地
域
、
お
よ

そ
６
０
０
０
万
人
を
超
え
る
愛
好
者

を
有
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
多
く
の

人
達
が
待
ち
望
ん
で
い
る
夢
と
希
望

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
が
実
現
し
な

い
こ
と
は
、
実
に
残
念
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
東
京
開
催
と
い

う
絶
好
の
追
い
風
を
受
け
、
こ
れ
を

契
機
に
「
Ｗ
Ｋ
Ｆ
・
Ｊ
Ｏ
Ｃ
・
全
空
連
」

が
三
位
一
体
と
な
り
、
こ
の
素
晴
ら

し
い
空
手
道
の
妙
技
を
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
の
中
で
披
露
す
べ
く
、
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
実
施
に
向
け
て

の
運
動
を
興
し
ま
す
。
こ
の
運
動
も

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
展
開
し
て
行
く

こ
と
が
出
来
た
ら
と
、
心
新
た
に
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
く
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

公
益
財
団
法
人  

全
日
本
空
手
道
連
盟

専
務
理
事　

有
竹
隆
佐
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学年全員が空手道衣に着替え、週１回空手道授業を行なう。

礼儀、集中力が身に付き生活面にも好影響。簡単な約束組手も、昇級審査の審査項目。
今年、中学空手道部は全国大会に出場、顧問
の国吉真太郎先生は国体で４位入賞しました。

空手道の「必修」が
生きる力を育む
「環境」をつくる。

３
．
導
入
当
初
は
反
発
も
…

　

突
然
空
手
を
習
う
こ
と
に
な
っ
た
生
徒
た

ち
に
は
、
当
初
、
反
発
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

外
部
指
導
者
と
し
て
指
導
を
始
め
た
県
連
の

先
生
方
も
、
１
年
目
は
道
場
と
授
業
と
の
差

に
戸
惑
い
、
生
徒
の
意
欲
が
引
き
出
せ
ず
、

辞
表
ま
で
用
意
し
た—

—

と
い
う
の
は
、
今

で
は
思
い
出
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
連
の
先
生
方
は
工
夫
を
重
ね
ま
し
た
。

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
空
手
映
画
を

見
せ
た
り
、
生
徒
は
「
く
ん
、
さ
ん
」
を
つ

け
て
呼
ぶ
、
身
体
を
触
る
こ
と
に
は
注
意
を

払
う
な
ど
、「
学
校
」「
授
業
」
と
い
う
場
に

即
し
た
教
え
方
に
シ
フ
ト
し
て
行
き
ま
す
。

　

生
徒
の
間
で
も
、
昇
級
審
査
に
合
格
し
て

帯
の
色
が
変
わ
っ
た
り
、
異
文
化
体
験
で
海

外
を
訪
れ
た
時
、
形
を
披
露
し
た
ら
大
好
評

だ
っ
た
、
と
い
っ
た
経
験
を
す
る
う
ち
に
、

空
手
道
は
、
日
本
が
、
沖
縄
が
、
世
界
に
誇

る
伝
統
文
化
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
き

ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
１
年
が
過
ぎ
、
ま
た
１
年
が
過

ぎ
、
生
徒
と
指
導
者
間
に
は
信
頼
関
係
が
構

築
さ
れ
、一
件
も
ケ
ガ
が
起
こ
る
こ
と
な
く
、

６
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

４
．
沖
縄
尚
学
の
教
育
と
空
手
道

　
「
昇
級
審
査
に
合
格
す
る
た
め
に
は
、
身

体
の
大
き
な
子
も
小
さ
な
子
も
、
等
し
い
努

力
が
必
要
で
す
。
努
力
し
な
く
て
も
ク
リ
ア

で
き
る
環
境
に
い
る
子
と
い
う
の
は
、
挑

戦
そ
の
も
の
を
避
け
る
よ
う
に
な
る
も
の
で

す
。初
心
者
が
取
り
組
む
こ
と
を
考
え
る
と
、

空
手
道
は
最
適
で
す
」（
校
長
）

　

空
手
道
を
は
じ
め
、
国
際
交
流
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
英
語
検
定
…
…
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
設
定
す
る
こ
と
で
、
沖
縄
尚
学
は
徹
底
し

て
質
の
高
い
「
環
境
」
を
提
供
し
、
生
徒
の

自
然
な
成
長
を
促
し
て
い
ま
す
。
空
手
道
授

業
は
そ
れ
自
体
が
伝
統
文
化
の
習
得
で
も
あ

り
、
校
長
が
「
倫
理
感
の
方
程
式
」
と
呼
ん

で
い
る
、「
仲
間
と
共
通
の
目
標
・
問
題
意

識
を
共
有
す
る
→
連
帯
感
が
う
ま
れ
る
→
倫

理
感
が
高
ま
る
→
信
頼
感
が
高
ま
る
」
と
い

う
図
式
に
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
昇
級
審
査
や

演
武
大
会
を
目
指
し
て
仲
間
と
努
力
す
る
こ

と
が
、
全
体
の
目
標
達
成
を
叶
え
、
か
つ
個

人
の
実
力
を
も
伸
ば
す
の
で
す
。
こ
れ
は
必4

修4

だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
強
味
で
し
ょ
う
。

　

必
修
4

4

だ
か
ら
始
め
た
空
手
道
で
も
、
定
期

的
に
設
定
さ
れ
た
目
標
に
向
か
う
う
ち
に
、

助
け
合
い
や
、
挑
戦
す
る
姿
勢
の
大
切
さ
に
、

生
徒
み
ず
か
ら
気
づ
い
て
い
く
。
沖
縄
尚
学
の

壮
大
な
取
り
組
み
は
「
武
道
必
修
化
」
を
単

な
る
義
務
で
終
わ
ら
せ
ず
、
そ
こ
に
魂
を
吹

き
込
む
武
道
教
育
を
実
現
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
生
徒
の
声

「
空
手
は
テ
レ
ビ
等
で
見
た
こ
と
が
あ
り
、

『
か
っ
こ
い
い
、
強
い
』
と
い
う
印
象
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
昇
級
審
査
は
緊
張
す
る
し
、

心
配
し
な
が
ら
受
け
ま
す
が
、
成
功
し
た
時

の
達
成
感
が
す
ご
く
あ
り
ま
す
」

（
２
年
５
組　

東
恩
納
盛
南
く
ん
）

「
私
は
小
学
２
年
生
か
ら
道
場
で
空
手
を
習
っ

て
い
ま
す
。
授
業
で
は
、
み
ん
な
に
空
手
を

好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
次
の
目
標
は

12
月
の
演
武
大
会
で
上
位
に
な
る
こ
と
で
す
」

（
２
年
７
組　

玉
城
由
真
さ
ん
）

緑色の帯は、昇級審査に合格して「級位」を持っている印。初段に合格すると「黒帯」になれる。

横断幕に「24 年度の黒帯合格 262 名！」
左から中学体育主任・徳田礼先生、全空連の日下修
次事務局長、名城校長、高校体育主任・新垣琢也先生。

沖縄尚学高等学校
附属中学校case1

１
．
５
年
間
、
全
員
で
空
手
道

　

200
名
近
い
生
徒
が
空
手
道
衣
を
着
て
、
体

育
館
に
ず
ら
り
と
整
列
し
、
号
令
が
か
か
る

と
、
エ
イ
！ 

と
力
強
い
突
き—

—

こ
れ
は
空

手
道
場
や
部
活
動
の
光
景
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
学
校
の
「
体
育
」
の
授
業
で
す
。

　

沖
縄
尚し
ょ
う

学が
く

高
校
・
附
属
中
学
校
は
、
那

覇
市
の
私
立
中
高
一
貫
校
で
、
高
校
は
沖
縄

県
勢
初
の
甲
子
園
優
勝
や
、
東
京
大
学
現
役

合
格
者
を
輩
出
し
た
進
学
校
と
し
て
有
名
で

す
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

５
年
間
の
空
手
道
授
業
を
全
員
に
実
施
し
て

い
る
と
い
う
、
県
内
、
い
え
国
内
屈
指
の
空

手
道
授
業
実
践
校
な
の
で
す
。

　

沖
縄
尚
学
で
は
、
中
学
１
年
生
か
ら
高
校

２
年
生
ま
で
の
男
女
全
員
を
対
象
に
、
週
１

回
70
分
※
の
空
手
道
授
業
を
必
修
と
し
て
い

ま
す
。
入
学
時
に
空
手
道
衣
を
購
入
、
年
に

２
回
、
校
内
で
昇
級
・
昇
段
審
査
を
開
催
し
、

全
員
が
受
審
し
ま
す
。
審
査
会
に
は
沖
縄
県

空
手
道
連
盟
（
以
下
、
県
連
）
か
ら
資
格
保

有
者
の
審
査
員
を
招
き
、
公
認
級
・
段
位
を

認
定
し
ま
す
。
大
部
分
の
生
徒
が
中
学
１
年

生
で
５
級
合
格
、
高
校
生
で
初
段
に
合
格
す

る
そ
う
で
、
平
成
24
年
度
は
262
名
も
の
黒
帯

（
初
段
・
２
段
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

沖
縄
県
空
手
道
連
盟
公
認
の
段
位
な
の
で
、

国
際
的
に
も
通
用
す
る
資
格
で
す
。

　

毎
年
12
月
に
は
「
校
内
演
武
大
会
」
と
い

う
行
事
が
あ
り
、
初
心
者
・
経
験
者
別
、
あ

る
い
は
学
年
別
で
形
を
発
表
、
競
技
会
形
式

で
優
勝
者
を
決
定
し
ま
す
。

　

技
術
指
導
の
面
で
は
一
流
の
指
導
者
が
協

力
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
尚
学
で
は
、
空
手
道

授
業
導
入
時
か
ら
県
連
に
依
頼
し
、
沖
縄
に

根
づ
い
て
い
る
４
つ
の
流
派
（
上
地
流
、
剛

柔
流
、
小
林
流
、
松
林
流
）
を
代
表
す
る
指

導
者
を
招
聘
し
て
い
ま
す
。
中
学
１
年
次
は

ど
の
流
派
に
も
共
通
す
る
空
手
の
基
本
や
、

初
級
者
用
の
「
普
及
形
１
、２
」
を
全
員
で
学

び
、
２
年
生
に
進
級
す
る
と
同
時
に
自
分
で

希
望
す
る
流
派
を
選
び
ま
す
。
以
降
は
流
派

ご
と
に
分
か
れ
て
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２
．
空
手
道
授
業
の
は
じ
ま
り

　

な
ぜ
沖
縄
尚
学
で
は
こ
こ
ま
で
本
格
的
に

空
手
道
授
業
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ

は
、
名
城
政
一
郎
・
中
学
校
長
の
あ
る
体
験

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
名
城
校
長
が
ア
メ
リ

カ
の
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
時
期
、
あ

る
白
人
女
性
の
学
生
か
ら
、
こ
う
言
わ
れ
た

そ
う
で
す
。「
私
の
祖
父
は
、
沖
縄
で
船
越

義
珍
先
生
に
直
接
空
手
を
習
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
黒
帯
を
持
っ
て
い
ま
す
。
父
も
、
私
も

黒
帯
で
す
。
い
つ
か
沖
縄
へ
行
っ
て
、
本
物

の
空
手
を
習
う
の
が
夢
な
の
で
す
」

　

沖
縄
の
本
物
の
空
手—

—

。
そ
れ
自
体

が
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い

て
、
日
本
発
祥
、
ひ
い
て
は
沖
縄
発
祥
で
あ

り
、
外
国
人
が
理
屈
抜
き
で
「
す
ご
い
」
と

尊
敬
の
念
を
持
っ
て
く
れ
る
文
化
、
そ
れ

が
沖
縄
に
お
け
る
空
手
だ
と
直
感
し
た
の
で

す
。
現
代
社
会
で
生
き
て
行
け
る
人
間
性
の

厚
み
を
育
む
た
め
に
、
沖
縄
尚
学
が
打
ち
立

て
た
教
育
改
革
の
一
部
分
に
、
空
手
の
必
修

化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
７
年
の
帰
国
直
後
、
沖
縄
尚
学
は

年
度
の
途
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
学
期
開

始
時
か
ら
、「
空
手
の
授
業
を
必
修
に
し
ま

す
！
」
と
宣
言
し
た
の
で
し
た
。

※沖縄尚学では他教科も 70 分授業を実施

〈学校について〉
①沖縄県那覇市　②私立・共学
③高校：昭和 58 年、中学校：昭和 61 年
④高校：1,100 名、中学校：840 名

〈空手道授業について〉
⑤中１〜高２（男女）　⑥共修
⑦週１回、通年　⑧有。県連より派遣
他　年２回の昇級昇段審査、年１回の演武
大会を開催

〈学校について〉①所在地　②公立／私立・共学／別学　③創立年　④全校生徒数　
〈空手道授業について〉⑤対象の学年　⑥共修／別修　⑦１年間の時間数　⑧外部指導者の有無

指導する県連の先生方。左から幸喜源成、新城
清秀、平良慶孝、上間建、島袋章雄の各師範。
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１
．
美
里
中
学
校
の
特
色

　

沖
縄
市
立
美み

里さ
と

中
学
校
（
神
谷
稔
校
長
）

は
、
形
の
九
州
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
徳
田
龍
希

く
ん
（
３
年
）
が
在
籍
す
る
な
ど
空
手
道
に

親
し
み
が
あ
る
学
校
で
す
。
生
徒
が
自
治
会

に
エ
イ
サ
ー
を
習
い
に
行
き
、「
美ち
ゅ

ら
里
ま
つ

り
」
で
発
表
す
る
な
ど
地
域
と
の
交
流
が
活

発
で
、
課
外
活
動
で
は
吹
奏
楽
部
が
10
年
連

続
九
州
大
会
進
出
、「
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
校
」
と

し
て
表
彰
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

必
修
化
以
前
は
、
男
子
が
相
撲
を
実
施
、

女
子
は
武
道
の
授
業
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
平
成
24
年
度
は
男
子
が
相
撲
、
女
子
は

空
手
道
を
実
施
、
そ
し
て
平
成
25
年
度
に
は

改
修
し
て
い
た
体
育
館
が
完
成
し
、
男
子
も

女
子
も
空
手
道
の
授
業
を
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
１・２
年
生
の
13
ク
ラ
ス
お
よ
び

特
別
支
援
学
級
で
も
空
手
道
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
用
具
の
準
備
が
な
く
て
も
で
き
ま
す
し
、

空
手
は
形
が
中
心
で
す
か
ら
、
安
全
面
で
も

安
心
。
そ
し
て
、
教
育
基
本
法
で
は
郷
土
を

愛
す
る
心
の
養
成
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
が
、

空
手
は
ま
さ
に
郷
土
の
伝
統
文
化
で
す
」（
神

谷
校
長
）

　
２
．
授
業
の
成
果
を
体
育
祭
で

　

今
回
は
、
１
年
生
男
子
の
授
業
を
見
学
し

ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
体
育
祭
に
向
け
た
集

団
演
武
の
練
習
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

保
健
体
育
科
の
野
辺
洋
六
先
生
は
サ
ッ

カ
ー
が
専
門
で
す
が
、
重
心
の
位
置
や
、
演

武
中
に
見
る
べ
き
方
向
（
目め

付つ
け

）
な
ど
、
適

度
な
緊
張
感
を
作
り
な
が
ら
丁
寧
な
技
術
指

導
を
し
て
い
ま
し
た
。

体育祭の集団演武に向け、先生が叩くエイサー太鼓の合図で「普及形１」を猛特訓。一糸乱れぬ動きと心！

日下事務局長、神谷稔校長。野辺先生、目付を説明。バランスを保って蹴れるかな？

沖縄市立
美里中学校case 3

普及形を体育祭
で

発表するぞ！

　

校
庭
で
形
を
集
団
演
武
す
る
光
景
は
壮

観
！ 

エ
イ
サ
ー
太
鼓
が
ド
ン
と
鳴
る
と
、
数

十
名
の
生
徒
が
そ
ろ
っ
て
一
挙
動
。
青
空
の

も
と
、
学
年
全
員
が
一
糸
乱
れ
ぬ
形
を
発
表

し
た
ら
、
保
護
者
や
観
客
は
さ
ぞ
感
動
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
３
ペ
ー
ジ
で
ふ
れ
た
よ
う

に
体
育
祭
で
形
を
発
表
す
る
の
は
沖
縄
で
は

一
般
的
で
、
高
校
や
小
学
校
、
保
育
園
で
も

よ
く
見
ら
れ
る
光
景
だ
そ
う
で
す
。
授
業
時

間
内
に
こ
う
し
た
集
団
演
武
の
練
習
が
で
き

る
の
は
、
学
習
時
間
を
圧
迫
し
な
い
点
で
も

メ
リ
ッ
ト
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

３
．
教
育
の
３
Ｋ
と
空
手
道

　

神
谷
校
長
は
、
尊
敬
す
る
先
輩
教
育
者
か

ら
習
っ
た
「
３
つ
の
Ｋ
…
…
謙
虚
・
寛
容
・

公
平
」
を
生
徒
た
ち
に
伝
え
て
行
き
た
い
と

言
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
空
手
に
先
手
な
し
」

と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
空
手
道
の
志

が
、
教
育
者
と
し
て
の
モ
ッ
ト
ー
と
重
な
る
、

と
も
。
美
里
中
学
校
の
空
手
道
授
業
に
は
、

空
手
に
ふ
れ
る
こ
と
で
人
間
と
し
て
の
思
い

や
り
も
学
ん
で
欲
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

■
生
徒
の
声

「
空
手
を
や
る
の
は
初
め
て
で
す
が
、
以
前

見
た
こ
と
が
あ
り
、
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
普
及
形
は
気
合
い
を
入
れ
て
み

ん
な
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
た
い
で
す
」

（
１
年
３
組　

崎
濱
秀
謹
く
ん
）

「
普
及
形
で
は
、
周
り
を
し
っ
か
り
見
て
、

練
習
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
の
タ
イ

ミ
ン
グ
が
そ
ろ
う
と
気
持
ち
い
い
で
す
！
」

（
１
年
３
組　

田
中
大
聖
く
ん
）

１
．
山
内
中
学
校
の
特
色

　

沖
縄
市
立
山や
ま

内う
ち

中
学
校
（
平
哲
夫
校
長
）

に
は
空
手
道
部
が
あ
り
、
近
隣
に
空
手
道
場

も
あ
り
ま
す
。
必
修
化
以
前
か
ら
空
手
道
授

業
が
実
施
さ
れ
て
い
た
た
め
か
、今
年
度
１
、２

年
生
男
子
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
※
で
は
、

も
っ
と
も
認
知
度
の
高
い
武
道
が
空
手
道
で

し
た
。
英
語
科
の
研
究
指
定
校
と
な
っ
た
り
、

野
球
部
が
全
国
大
会
３
位
入
賞
、
吹
奏
楽
部

が
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
11
年
連
続
金
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
課
外
活
動
も
盛
ん
で
す
。

　

保
健
体
育
科
教
諭
の
一
人
、
松
田
健
先
生

は
、
全
日
本
空
手
道
連
盟
の
中
学
校
武
道
関

連
事
業
に
関
わ
り
、『
空
手
道
指
導
の
手
引
』

発
行
や
指
導
法
の
普
及
に
尽
力
し
て
き
ま
し

た
。
山
内
中
学
校
の
授
業
に
お
い
て
は
、
今

年
度
か
ら
全
空
連
『
手
引
』
に
準
じ
た
方
法

で
授
業
を
展
開
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

２
．
グ
ル
ー
プ
学
習
が
効
果
！

　

取
材
し
た
の
は
２
年
生
の
授
業
で
、
空
手

道
の
学
習
は
６
時
間
目
（
６
回
目
）
で
し
た
。

座
礼
、
出
欠
確
認
、
体
操
の
あ
と
、
基
本
技

能
の
突
き
、
蹴
り
、
受
け
、
立
ち
方
を
復
習
、

約
束
組
手
も
行
な
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
日
、
生
徒
た
ち
は
初
め
て
「
基

本
形
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
ず
は
全
員

で
、
松
田
先
生
の
号
令
と
お
手
本
に
合
わ
せ
、

前
半
の
順
番
を
覚
え
ま
す
。
全
体
練
習
を
数

回
や
る
と
、
５
〜
６
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
５
分
間
の
自
主
練
習
。「
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
先
生
の
と
こ
ろ

へ
見
せ
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
一
言
で
、

み
ん
な
、
や
る
気
が
急
上
昇
！

　

横
一
直
線
に
並
ん
で
練
習
す
る
グ
ル
ー
プ

も
あ
れ
ば
、
２
列
で
向
か
い
合
っ
た
り
、
円

形
に
並
ん
だ
り
、「
先
生
役
」
の
一
人
が
他
の

生
徒
を
見
た
り
…
…
と
、
そ
の
練
習
方
法
も

さ
ま
ざ
ま
。
早
く
先
生
に
「
覚
え
ま
し
た
！
」

と
報
告
し
よ
う
と
、
声
を
か
け
て
教
え
合
い
、

松
田
先
生
の
予
想
以
上
に
、
あ
っ
と
い
う
間

に
順
番
を
習
得
で
き
ま
し
た
。「
基
本
形
」
の

授
業
、
大
成
功
で
す
。

　

授
業
の
初
期
で
習
得
し
た
基
本
技
能
を
応

用
す
る
か
た
ち
で「
基
本
形
」の
学
習
に
入
り
、

順
番
を
覚
え
る
と
い
う
目
標
設
定
と
グ
ル
ー

プ
学
習
で
、
生
徒
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
創
意
工
夫
を
引
き
出
す
。
空
手
道
授
業

の
可
能
性
を
再
発
見
し
ま
し
た
。

■
生
徒
の
声

「
初
心
者
で
す
。
今
日
は
基
本
形
を
覚
え
る
の

が
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
グ
ル
ー
プ
全
員
で

声
を
出
し
な
が
ら
工
夫
し
て
覚
え
ま
し
た
」

（
２
年
１
組　

玉
城
桂
輔
く
ん
）

「
空
手
は
沖
縄
の
伝
統
文
化
な
の
で
楽
し
い
で

す
。
今
日
、
僕
の
グ
ル
ー
プ
で
は
す
ぐ
に
基

本
形
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

（
２
年
２
組　

稲
福
政
哉
く
ん
）

初めて習った基本形、スムーズな授業展開と生徒の頑張りで、あっという間に上達しました。

左から全空連・日下事務局長、平哲夫校
長、宮城守教頭。松田先生は空手経験者。

約束組手は安全面を考慮し、手にタオ
ルを巻いて実施している。

一列になる、向かい合う、円形、「先生役」がチェッ
ク……さまざまな練習方法を考え出した。

沖縄市立
山内中学校 case 2

効果抜群！

グループ学習

※平成 24 年度、１・２年男子に実施した武道に関するアンケート。「知っている武道」（複数回答）には１年生で 79 名、２年生で 102 名が空手道を挙げ、いずれ
も第１位。２位以降は、１年生では剣道・柔道（各 78 名）、弓道（35 名）が続き、２年生では剣道（88 名）、柔道（81 名）が続いた。

〈学校について〉①所在地　②公立／私立・共学／別学　③創立年　④全校生徒数　
〈空手道授業について〉⑤対象の学年　⑥共修／別修　⑦１年間の時間数　⑧外部指導者の有無

〈学校について〉
①沖縄県沖縄市
②公立・共学
③昭和 37 年　④ 646 名

〈空手道授業について〉
⑤中１〜中２（男子）
⑥別修、女子はダンス
⑦ 15 時間　⑧無
他　空手道部がある

〈学校について〉
①沖縄県沖縄市
②公立・共学
③昭和 24 年　④ 781 名

〈空手道授業について〉
⑤中１〜中２（男女）
⑥別修
⑦８時間　⑧無
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空手道が選ばれています
都道府県 中学校名 数

北海道
北広島市立広葉／北広島市立西の里／北広島市立陽香分校／北広島市立西部／北広島市立東部／北広島市立緑
陽／北広島市立大曲／上川町立上川

8

岩手県 私立盛岡白百合学園／北上市立北上 2
宮城県 石巻市立渡波 1
福島県 いわき市立石住 1
茨城県 取手市立第二（平成 26 年度より実施決定） １
群馬県 太田市立西 １
埼玉県 川口市立岸川 1

東京都
私立八雲学園／私立普連土学園／私立東星学園／私立和洋九段女子／府中市立第六／練馬区立開進第三／私立
世田谷学園

7

神奈川県
私立神奈川学園／私立清泉女学院／私立捜真女学院／私立Ｆ女学院／私立聖ステパノ学園／横浜富士見丘学園
／函嶺白百合学園

7

新潟県 上越市立三和 1
長野県 どんぐり向方学園／阿南町立阿南第一 2
富山県 私立片山学園 1
静岡県 私立浜松開誠館 1
京都府 私立華頂女子 1
大阪府 私立浪速／私立関西創価 2
兵庫県 私立夙川学院／私立愛徳学園 2

和歌山県 太地町立太地／紀美野町立長谷毛原 2
岡山県 真庭市立蒜山 1
広島県 私立如水館 1
山口県 光市立三井 1
徳島県 上勝町立上勝 １
福岡県 私立福岡女学院／那珂川町立那珂川北／福岡市立西福岡／福岡市立香椎第二 4
長崎県 佐々町立佐々 1

熊本県
芦北町立佐敷／芦北町立湯浦／芦北町立大野／芦北町立田浦／私立マリスト学園／私立ルーテル女子学院／私
立文徳

7

大分県 高田市立高田 1
宮崎県 私立宮崎第一／私立日向学院 2

鹿児島県 鹿児島市立坂元／私立鹿児島第一 2

沖縄県

（国頭地区）国頭村立国頭／大宜味村立大宜味／東村立東／東村立有銘／今帰仁村立今帰仁／本部町立上
本部／本部町立本部／本部町立水納／名護市立屋我地／名護市立羽地／名護市立久志／名護市立久辺／
名護市立東江／名護市立大宮／宜野座村立宜野座／金武町立金武／伊江村立伊江／伊平屋村立伊平屋／
伊平屋村立野甫

（中頭地区）恩納村立安富祖／恩納村立喜瀬武原／恩納村立恩納／恩納村立仲泊／恩納村立山田／うるま
市立石川／うるま市立伊波／うるま市立与勝／うるま市立与勝第二／うるま市立あげな／うるま市立具
志川／うるま市立髙江洲／うるま市立具志川東／うるま市立彩橋／読谷村立読谷／読谷村立古堅／嘉手
納町立嘉手納／沖縄市立越来／沖縄市立コザ／沖縄市立山内／沖縄市立美里／沖縄市立美東／沖縄市立
安慶田／沖縄市立宮里／北谷町立北谷／北谷町立桑江／宜野湾市立普天間／宜野湾市立嘉数／宜野湾市
立真志喜／宜野湾市立宜野湾／北中城村立北中城／中城村立中城／西原町立西原／西原町立西原東

（那覇地区）浦添市立浦添／浦添市立神森／浦添市立港川／浦添市立浦西／那覇市立安岡／那覇市立首里
／那覇市立真和志／那覇市立石田／那覇市立那覇／那覇市立上山／那覇市立神原／那覇市立寄宮／那覇
市立古蔵／那覇市立小禄／那覇市立松島／那覇市立城北／那覇市立鏡原／那覇市立松城／那覇市立仲井
真／那覇市立金城／那覇市立石嶺／南大東村立南大東／北大東村立北大東／私立沖縄尚学

（島尻地区）豊見城市立豊見城／豊見城市立長嶺／豊見城市立伊良波／糸満市立兼城／糸満市立糸満／糸
満市立高嶺／糸満市立三和／糸満市立西崎／糸満市立潮平／八重瀬町立東風平／八重瀬町立具志頭／南
城市立玉城／南城市立知念／南城市立久高／南城市立佐敷／南城市立大里／与那原町立与那原／南風原
町立南風原／南風原町立南星／渡嘉敷村立渡嘉敷／座間味村立阿嘉／座間味村立慶留間／粟国村立粟国
／渡名喜村立渡名喜

（宮古地区）宮古島市立平良／宮古島市立北／宮古島市立久松／宮古島市立西辺／宮古島市立西城／宮古
島市立城辺／宮古島市立福嶺／宮古島市立下地／宮古島市立上野／宮古島市立佐良浜／宮古島市立伊良
部／多良間村立多良間

（八重山地区）石垣市立石垣／石垣市立石垣第二／石垣市立川平／石垣市立白保／石垣市立大浜／石垣市
立富野／石垣市立崎枝／竹富町立小浜／竹富町立波照間／竹富町立大原／竹富町立船浦／竹富町立鳩間
／与那国町立与那国／与那国町立久部良

127

平成25年度 空手道授業実施中学校一覧

※沖縄県で平成
24 年度に空手
道を行なった中
学校は 157 校
中127 校

（約 81％）

〈平成 25 年 8
月 24 日全空連
調べ〉

* 平成 23 年度実施校も含む

全国189の中学校で

計 189

ここに掲載されていない空手道実施校がありましたら、全空連までお知らせください。
（公財）全日本空手道連盟　TEL 03（5534）1951　メール s-kusaka@extra.ocn.ne.jp

１
．
コ
ザ
中
学
校
の
特
色

　

沖
縄
市
立
コ
ザ
中
学
校（
山
里
朗
校
長
）は
、

今
年
度「
や
る
気
」を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

取
材
日
は
文
化
祭
前
と
い
う
こ
と
で
、
学
年

発
表
の
エ
イ
サ
ー
を
練
習
す
る
元
気
な
声
が

校
庭
か
ら
響
き
渡
っ
て
き
ま
し
た
。

　

山
里
校
長
ご
自
身
も
、
教
員
に
な
っ
て
か

ら
、
２
年
間
空
手
道
場
に
通
っ
た
経
験
が
あ

り
、
稽
古
を
通
し
て
、
力
が
強
く
な
っ
た
と

い
う
よ
り
「
心
に
余
裕
が
で
き
、
教
員
生
活

に
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
」
と
言
い
ま
す
。

　

コ
ザ
中
学
校
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
空
手

道
授
業
を
男
女
共
修
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

空
手
道
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
は
、「
形
な
ら

生
徒
同
士
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
な
く
、
用
具

も
必
要
な
い
。
本
校
は
武
道
場
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
空
手
な
ら
体
育
館
で
で
き
ま
す
。
生

徒
間
で
体
力
差
が
あ
っ
て
も
、
男
女
一
緒
で

も
、
取
り
組
み
や
す
い
た
め
で
す
」（
校
長
）

　

本
年
度
か
ら
市
教
育
委
員
会
か
ら
紹
介
を

受
け
た
外
部
指
導
者
と
と
も
に
、
チ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
授
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

２
．
外
部
指
導
者
と
二
人
三
脚
を
開
始

　

12
時
間
の
授
業
の
う
ち
、
１
時
間
目
は
空

手
の
歴
史
を
学
び
、
突
き
や
蹴
り
の
基
本
技

能
、
２
〜
３
時
間
目
か
ら
普
及
形
の
学
習
を

始
め
ま
し
た
。
教
員
と
外
部
指
導
者
の
二
人

今年から外部指導者として地域の道場指導者・久場良男氏（左）が参加し、二人三脚の体制となった。

県連・宮城敏也事務局長、山里校長、全空連・
日下事務局長、あゆみ編集・喜島智香子チーフ。保健体育科の山内先生。「中段受けの次は…」

二人三脚の授業開始！
今後が楽しみ

沖縄市立
コザ中学校case 4

三
脚
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
こ
れ
か
ら
の

発
展
に
期
待
大
で
す
。「
生
徒
た
ち
は
普
段

使
わ
な
い
筋
肉
を
動
か
す
か
ら
か
、
汗
を
か

き
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
同
士
で

話
し
合
う
グ
ル
ー
プ
学
習
な
ど
に
も
展
開
し

て
い
け
た
ら
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
体
育

科
主
任
・
山
内
久
司
先
生
）

■
生
徒
の
声

「
最
初
の
授
業
で
空
手
が
沖
縄
か
ら
広
が
っ

た
こ
と
を
聞
い
て
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

普
及
形
１
は
突
き
な
ど
を
き
れ
い
に
や
り
、

２
は
間
違
え
ず
に
や
る
こ
と
が
目
標
で
す
」

（
２
年
５
組　

島
袋
怜
く
ん
）

「
礼
法
も
技
も
初
め
て
や
り
ま
し
た
。
普
及

形
は
順
番
を
友
達
に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し

な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
練
習
し
て
、
成
績

で
Ａ
を
も
ら
い
た
い
で
す
」

（
２
年
５
組　

仲
宗
根
珠
里
菜
さ
ん
）

＊　

＊　

＊

　

100
年
以
上
も
前
か
ら
、
空
手
は
沖
縄
の
学

校
体
育
で
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
先
人
た

ち
は
空
手
道
が
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
す

ぐ
れ
た
「
教
材
」
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
き
、

安
全
で
誰
も
が
取
り
組
み
や
す
い
「
形
」
を

通
じ
て
、
地
域
へ
の
貢
献
と
空
手
道
の
普
及
、

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、
授
業
を
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

沖
縄
で
は
現
在
な
お
、
将
来
を
担
う
生

徒
た
ち
の
人
間
性
を
育
も
う
と
、
熱
意
と
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
っ
た
先
生
方
の
手
に
よ
っ
て
、

空
手
道
が
教
育
の
中
に
根
づ
い
て
い
ま
す
。

（
完
）

コザ中学校で見せていただい
た、中学体育実技の教科書「沖
縄版」には、９ページにわたっ
て空手道の解説があります。

〈学校について〉①所在地　②公立／私立・共学／別学　③創立年　④全校生徒数　
〈空手道授業について〉⑤対象の学年　⑥共修／別修　⑦１年間の時間数　⑧外部指導者の有無

〈学校について〉
①沖縄県沖縄市
②公立・共学
③昭和 24 年　④ 584 名

〈空手道授業について〉
⑤中１〜中２（男女）
⑥共修
⑦ 12 時間
⑧有、市教育委員会の派遣
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※このシリーズは、（公財）全日本空手道連盟『空手道指導の手引』を参考にしています。

左前屈立ち、左上段・中段受け
右足の後ろに左足を引きつ
け、270 度回転。

右前屈立ち、右中段順突き
右足を前に出して前屈立ち
になり、中段順突き。

右前屈立ち、右上段・中段受け
左足を軸に 180 度回転し、
上段受けあるいは中段受け。

左前屈立ち、左中段順突き
右足を軸に、左足を前へ出
し、中段順突き。

左前屈立ち、左下段払い
右足を軸に左足を引きつ
け、90 度方向転換。

右前屈立ち、右中段順突き
右足を前に出して前屈立ち
になり、中段順突き。

左前屈立ち、左中段順突き
左足を前に出して前屈立ち
になり、中段順突き。

右前屈立ち、右中段順突き
第 14 挙動と同じ。大きな
声で気合を出す。

左前屈立ち、左上段・中段受け
右足の後ろに左足を引きつけ、
270 度回転。

右前屈立ち、右中段順突き
右足を前に出して前屈立ち
になり、中段順突き。

右前屈立ち、右上段・中段受け
左足を軸に180 度回転し、上
段受けまたは中段受けをする。

左前屈立ち、左中段順突き
右足を軸に、左足を前へ出
し、中段順突き。

八字立ち（外八字立ち）
右足の位置はそのまま、
左足を引きつける。

結び立ち
左、右の順に足を閉じ、
拳を開いて体側へ。

結び立ち
上半身を約 30 度倒す。

結び立ち
上半身を起こす。

第９挙動

第 10 挙動

第 11挙動

第 12 挙動

第 13 挙動

第 14 挙動

第 15 挙動

第 16 挙動

第17 挙動

第 18 挙動

第19挙動

第 20 挙動

直れ

気を付け

礼

気を付け エイ

別角度

別角度

別角度

別角度

拳を開く

次の
足運び

左へ90度
方向転換

左前屈立ち、左下段払い
右足を軸に左足を引きつ
け、90 度方向転換。

空
手
道
と
は

シ
リ
ー
ズ

あ
ゆ
み
第
７
号
に
掲
載
し
た「
基
本
形
」を
発
展
さ
せ
、第
１
・
３
・
９
・

11
・
17
・
19
挙
動
の
下
段
受
け
を
「
上
段
受
け
」
あ
る
い
は
「
中
段

受
け
」に
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。少
し
の
変
化
で
基
本
形
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
増
や
し
、
楽
し
い
授
業
が
で
き
ま
す
よ
。

第
７
回 

基
本
形
を
応
用
し
よ
う

右前屈立ち、右上段受け
右足を前に出して前屈立
ちになり、上段受け。

左前屈立ち、左上段受け
左足を前に出して前屈立
ちになり、上段受け。

右前屈立ち、右上段受け
第６挙動と同じ。大きな
声で気合を出す。

左前屈立ち、左上段・中段受け
右足を軸に左足を左方向へ出
し、上段受けまたは中段受け。

右前屈立ち、右中段順突き
左足を軸に、右足を前へ出
し、中段順突き。

右前屈立ち、右上段・中段受け
左足を軸に 180 度回転し、
上段受けまたは中段受け。

左前屈立ち、左中段順突き
右足を軸に、左足を前へ出
し、中段順突き。

結び立ち
つま先を約 30 度ずつ
開き、背筋を伸ばす。

結び立ち
上半身を約 30 度倒す。

結び立ち
上半身を起こす。

八字立ち（外八字立ち）
左右の拳を握りながら、
左足、右足の順に開く。

気を付け

礼

気を付け

用意

第２挙動

第３挙動

第４挙動

第５挙動

第６挙動

第７挙動

第８挙動

エイ

拳を握る

左へ90度
方向転換

次の
足運び

上段受け版

中段受け版

上段受け版

中段受け版

中段受け版

上段受け版

中段受け版

上段受け版

上段受け版

中段受け版

上段受け版

中段受け版

第１挙動
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カ
ナ
ダ
東
部
ノ
バ
ス
コ
シ
ア
州
出
身
、

元
カ
ナ
ダ
代
表
選
手
で
、
２
０
０
１

年
か
ら
は
日
本
の
学
校
で
英
語
講
師
、

空
手
道
部
コ
ー
チ
と
し
て
活
躍
中
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
・
マ
ー
ク
さ

ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

●
空
手
を
始
め
た
理
由

　

小
学
生
の
頃
、
あ
る
日
突
然
い

じ
め
の
標
的
に
な
り
、
３
年
間
毎

日
の
よ
う
に
「
ば
か
」「
デ
ブ
」
と

罵
ら
れ
た
り
、
暴
力
を
振
る
わ
れ
ま

し
た
。
学
校
は
大
嫌
い
に
な
り
、
子

ど
も
な
が
ら
に
自
殺
を
考
え
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
母
も
解
決
策

を
い
ろ
い
ろ
試
し
て
く
れ
た
け
れ
ど
、

状
況
は
変
わ
ら
ず
。
最
後
の
望
み
を

か
け
て
電
話
帳
で
空
手
道
場
を
探

し
、
最
初
に
載
っ
て
い
た
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ッ
ク
空
手
ク
ラ
ブ
（Atlantic 

Karate C
lub

）
に
入
門
し
た
の
で

す
。
10
歳
の
時
で
し
た
。

●
平
和
を
守
る
…
空
手
の
本
質

　

道
場
で
は
、
指
導
者
が
生
徒
に
等

し
く
接
し
、
技
術
の
優
劣
よ
り
礼
儀

作
法
を
重
ん
じ
て
い
ま
し
た
。
私
は

一
目
で
空
手
を
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

や
が
て
学
校
生
活
に
も
変
化
が
あ

り
ま
し
た
。
い
じ
め
ら
れ
な
い
よ
う

に
す
る
過
ご
し
方
を
、
故
マ
イ
ケ
ル・

デ
ィ
レ
ニ
ー
師
範
が
教
え
て
く
れ
た

か
ら
で
す
。
具
体
的
に
は
「
挨
拶
」

と
「
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
」。
意
外
に
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
真
っ

す
ぐ
相
手
の
目
を
見
て
「
こ
ん
に
ち

は
」
と
言
え
た
ら
も
う
、
い
じ
め
っ

子
に
勝
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
う

つ
む
い
て
暗
い
表
情
を
し
て
い
た
私

が
挨
拶
し
て
き
た
ら
、
い
じ
め
っ
子

は
数
秒
だ
け
で
も
、
驚
き
ま
す
よ
ね
。

　

14
歳
に
も
な
る
と
、
道
場
で
は
大

人
の
ク
ラ
ス
で
毎
日
練
習
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
週
２
回
、
学
校
か

ら
家
ま
で
５
㎞
の
道
程
を
、サ
ー
キ
ッ

ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
な
が
ら
走
っ

て
帰
っ
た
も
の
で
す
。
全
国
大
会
に

出
て
メ
ダ
ル
を
獲
っ
た
り
、
高
校
に

進
学
し
て
良
い
友
達
が
で
き
て
、
い

つ
の
間
に
か
「
い
じ
め
」
は
無
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
思
え
ば
、
師
範
が
教
え
て
く
れ

た
こ
と
は
空
手
の
本
質
で
し
た
。
空

手
は
平
和
を
守
る
た
め
の
技
術
で
あ

り
、
心
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
相
手
を

傷
付
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

●
自
分
の
国
の
心
を
知
る

　

カ
ナ
ダ
の
聖
メ
リ
ー
ズ
大
学
在
学

中
に
北
海
道
教
育
大
学
に
１
年
間
留

学
し
、
卒
業
後
は
文
部
科
学
省
の
Ｊ

Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
※
で
来
日
、
熊
本

県
西
合
志
町
（
当
時
）
の
中
学
校
に

英
語
講
師
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
８
年
間
お
世
話
に
な
っ
た

後
、
文
徳
高
校
空
手
道
部
の
村
田
克

彦
先
生
を
は
じ
め
多
く
の
人
に
助
け

ら
れ
、
文
徳
高
校
で
働
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
同
じ
時
期
、
熊
本
大
学

大
学
院
で
英
語
教
授
法
を
学
び
、
修

士
課
程
を
修
了
。

　

英
語
の
授
業
で
は
、
こ
ん
な
話
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
人
は

「
日
本
人
の
心
」を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
言
葉
で
説
明
で
き
ま
す
か
？

　

自
分
の
国
か
ら
出
た
経
験
の
あ
る

人
同
士
が
出
会
う
と
、
文
化
・
習
慣
・

価
値
観
な
ど
、
外
国
の
心
へ
の
「
入

り
口
」を
教
え
て
く
れ
ま
す
。つ
ま
り
、

国
内
外
に
「
出
入
り
」
す
る
経
験
が

大
切
な
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
た
と
え

ば
空
手
の
国
際
大
会
の
よ
う
に
、
そ

の
国
の
特
長
や
情
熱
を
表
現
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
は
、
国
際
交
流
の

最
適
な
手
段
に
な
り
ま
す
。

　
●
夢
を
持
つ
、
知
る
、
行
動
す
る

　

日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
自
分

の
国
の
心
を
持
ち
つ
つ
、
世
界
中
の

友
達
と
「
仲
間
」
に
な
っ
て
欲
し
い
。

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
叶
え
る

た
め
に
、
私
は
案
内
役
で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
い
じ
め
を
き
っ
か
け
に
空
手

と
出
会
い
、
日
本
に
憧
れ
、
日
本
で

英
語
講
師
に
な
り
、
家
族
も
で
き
ま

し
た
。
す
べ
て
の
出
来
事
は
、
次
の

成
功
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
空
手
は
人
生
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
間
は
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
て

も
、
な
か
な
か
目
の
前
の
小
さ
な
成

果
に
気
づ
か
ず
、
諦
め
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
で
す
。
小
さ
な
成
果
に
気

づ
け
ば
、
自
分
は
確
実
に
夢
に
近
づ

い
て
お
り
、
い
つ
か
絶
対
に
届
く
の

だ
と
い
う
確
信
が
持
て
る
の
で
す
。

　

夢
を
持
っ
た
ら
強
く
イ
メ
ー
ジ
す

る
、
実
現
す
る
手
段
を
知
る
、
そ
し

て
実
現
の
た
め
に
努
力
す
る
。
こ
の

３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　
「
空
手
の
大
会
に
出
る
」「
日
本
に
行

く
」
と
い
う
夢
を
一
つ
ひ
と
つ
叶
え
て

い
っ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
さ
ん
。

空
手
へ
の
情
熱
と
、
前
向
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
自
身
の
経

験
を
ま
と
め
た
本
を
出
版
予
定
だ
そ
う

で
、
意
欲
的
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

――Profile
1978 年 3 月 12 日　カナダ生まれ
1999 年　聖メリーズ大学在学中
　　　　　 北海道教育大学に留学
2001 年　大学卒業
　　　　　 英語講師として日本へ
2008 年〜文徳高校英語科専任講師
　　　　　 空手道部コーチ
2010 年　熊本大学大学院修了

――Personal Karate History
1988 年　カナダで空手道場に入門
1993 年〜 2001 年　
カナダ国内外で競技、入賞多数
2001 年〜千唐流総本部（熊本）で学ぶ
　　　　　 全日本千唐流空手道 技術部副部長

私立 文徳高等学校（熊本県）

英語科専任講師 ウォーターフィールド マーク氏

「夢を叶える」

※ JET プログラム…日本政府が主催する国際交流事業。外国語教育・地域国際化の推進を目的としている。

解
説

基
本
形
で
方
向
を
変
え
る
時
の
足
の
動
か
し
方
（
運
足
＝
う
ん
そ
く
）
を
解
説

す
る
と
、
学
習
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
身
体
の
向
き
を
90
度
、

１
８
０
度
、
２
７
０
度
変
え
る
時
の
運
足
を
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。
回
転
す
る
際

は
軽
く
膝
を
曲
げ
た
ま
ま
行
な
う
と
上
手
に
で
き
ま
す
。

90 度180 度270 度

３
種
類
の
運う

ん

足そ

く

足の動き
足の動き足の動き

次の
足運び

この運足を使うところ
用意→第１挙動
第４挙動→第５挙動 ※
第12 挙動→第 13 挙動 ※
※前屈立ちから前屈立ちへの運足に

なります

この運足を使うところ
第２挙動→第３挙動
第 10 挙動→第 11 挙動
第 18 挙動→第 19 挙動

この運足を使うところ
第８挙動→第９挙動
第 16 挙動→第 17 挙動

下段受けの
用意をする

左へ 90 度
方向転換

左足から動
かし始める

前足を引く

下段受けの準備
をしながら前足
は背中側へ

下段受けや
上段、中段
受け

下段受け
など

真後ろへ
180 度方向転換

270 度
方向転換

後ろ足を軸足
に近づける

下段受けの準備
をしながら左足
をすり出す

受ける方の
腕が外側

下段受け
など
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正
式
に
実
施
さ
れ
て
２
年
目
と
な
り
ま
す
が
、

学
校
の
状
況
や
指
導
環
境
は
各
校
で
異
な
り
、

ニ
ー
ズ
も
さ
ま
ざ
ま
。
空
手
道
は
そ
れ
ら
に
柔

軟
に
応
え
る
特
長
を
持
っ
て
い
ま
す
。

①
用
具
の
準
備
が
必
要
な
く
「
低
コ
ス
ト
」

②
何
と
い
っ
て
も
「
安
全
」

③
男
女
問
わ
ず
指
導
し
や
す
い

④
場
所
を
選
ば
な
い

⑤
形
や
約
束
組
手
を
通
し
て
、
身
体
接
触
を

伴
わ
な
く
て
も
「
楽
し
さ
」「
武
道
な
ら
で

は
の
爽
快
感
」
を
味
わ
え
る

　

こ
う
し
た
「
取
り
組
み
や
す
さ
」「
楽
し
さ
」

が
空
手
道
の
何
よ
り
の
長
所
で
す
。
こ
の
た
び

の
研
修
会
を
通
し
て
、
武
道
の
経
験
が
な
く

戸
惑
い
を
抱
え
て
い
る
指
導
者
の
方
々
に
も
空

手
道
は
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
自
信
を

深
め
ま
し
た
。

＊

■
足
立
区
立
入
谷
南
中
学
校
（
東
京
）

　

保
健
体
育
科
教
諭
：
大
谷
忍
先
生

　
「
本
校
の
武
道
授
業
で
は
柔
道
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
生
徒
の
運
動
能
力
が
低
く
な
っ

て
い
る
昨
今
、
や
は
り
ケ
ガ
が
心
配
で
す
。

ま
た
、
年
６
時
間
の
授
業
の
た
め
に
柔
道
着

を
購
入
す
る
こ
と
に
対
し
て
保
護
者
の
理
解

を
得
づ
ら
く
、
体
育
着
で
実
施
し
て
い
る
の

で
す
が
、
種
目
の
特
性
上
、
難
し
い
点
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
『
あ
ゆ
み
』
が
届
き
、
こ
の

研
修
会
を
知
り
ま
し
た
。
女
子
中
学
校
で
の

空
手
道
授
業
が
特
集
さ
れ
て
い
た
の
で
、
女

子
に
も
取
り
組
み
や
す
い
と
い
う
点
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
身
体
を
触
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
種
目
は
、
女
子
を
教
え
る
難
し
さ
が

つ
き
も
の
で
す
が
、
空
手
道
で
あ
れ
ば
身
体

を
触
ら
ず
と
も
指
導
が
で
き
ま
す
ね
。

　

私
は
野
球
が
専
門
で
、
初
め
て
空
手
道
を

体
験
し
ま
し
た
が
、
楽
し
く
、
面
白
か
っ
た

で
す
。
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
空
手
の
イ
メ
ー

ジ
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
、
相
手
に
技
を
当

て
な
い
の
に
、
そ
の
中
に
も
『
爽
快
感
』
が

あ
り
ま
し
た
。
中
学
生
は
競
争
の
要
素
を
取

り
入
れ
た
授
業
が
大
好
き
で
す
か
ら
、
基
本

形
の
団
体
戦
や
、
約
束
組
手
を
や
っ
て
み
た

い
な
と
感
じ
ま
し
た
」

■
岡
山
市
立
高
島
中
学
校
（
岡
山
）

　

保
健
体
育
科
教
諭
：
西
山
智
恵
先
生

　
「
空
手
道
の
第
一
印
象
は
『
楽
し
い
』
で
し

た
。早
い
段
階
で
攻
撃（
突
き
）や
防
御（
受
け
）

と
い
っ
た
技
自
体
に
取
り
組
め
る
の
で
楽
し

か
っ
た
で
す
。
研
修
会
参
加
前
は
、
痛
そ
う

と
か
、
怖
そ
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
に
や
っ
て
み
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　

私
は
陸
上
競
技
が
専
門
で
、
授
業
で
は
剣

道
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
武
道
で
も
、

最
初
に
気
持
ち
の
面
を
大
事
に
し
て
、
礼
法

か
ら
入
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

空
手
道
は
、
生
徒
が
ペ
ア
に
な
っ
て
活
動

し
、
１
対
１
の
や
り
と
り
を
す
る
こ
と
で
上

達
で
き
る
点
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
約
束

組
手
も
、
団
体
形
も
そ
う
で
す
が
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
中
で
楽
し
み
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
指
導
す
る
に
あ
た
っ
て
、
教
員
に

と
っ
て
安
全
面
の
配
慮
が
と
て
も
シ
ン
プ
ル

で
す
ね
。
取
り
組
み
や
す
そ
う
で
す
」

日本武道館の三藤芳生理
事・事務局長。

特別講師として参加した
全空連の栗原茂夫副会長。

空
手
道
は
ど
う
か
な
？

情
報
を
求
め
る
先
生
た
ち

　

全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会
は
４
年
目
を

迎
え
、
昨
年
ま
で
の
研
修
会
よ
り
も
多
く
の

内
容
を
、
こ
の
３
日
間
で
学
べ
た
と
感
じ
ま
し

た
。

　

た
と
え
ば
「
初
心
者
」
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て

は
、
正
座
の
仕
方
や
拳
の
握
り
方
か
ら
覚
え

始
め
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
３
日
目
に
は
空
手

道
の
礼
法
、
基
本
技
能
、
基
本
形
、
約
束
組

手
を
マ
ス
タ
ー
し
、「
基
本
形
の
応
用
編
」
に

挑
戦
す
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。
基
本
形
の

応
用
編
は
、
基
本
形
の
下
段
受
け
を
上
段
受

け
あ
る
い
は
中
段
受
け
に
変
え
た
り
、
蹴
り

を
入
れ
る
な
ど
、
基
本
形
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
し
た
も
の
で
、
全
日
本
空
手
道
連
盟

が
『
空
手
道
指
導
の
手
引
』
へ
の
導
入
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
本
誌
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
学
習
の
習
熟
度
に
応
じ
て
取
り

入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

参
加
者
は
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
60
名
。

そ
の
う
ち
中
学
校
保
健
体
育
科
教
諭
が
12
名
、

空
手
道
授
業
を
実
施
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
実

施
予
定
の
学
校
関
係
者
が
13
名
い
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
現
在
、
他
武
道
を
採
用
し
て
い

る
中
学
校
保
健
体
育
科
の
先
生
で
、
空
手
道

に
興
味
を
持
っ
て
参
加
し
た
方
か
ら
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
学
校
武
道
必
修
化
が

２
０
１
３
年
８
月
23
日
〜
25
日
、
文
部
科
学
省
の
後
援
を
受
け
、
中
学

校
授
業
を
想
定
し
た
指
導
法
の
研
修
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
学
校
で

武
道
を
指
導
す
る
先
生
方
の
反
応
は
、
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

他
武
道
を
指
導
し
た
先
生
た
ち
が

取
り
組
み
や
す
い
と
実
感

《
研
修
会
の
流
れ
》

■
１
日
目　

８
月
23
日
（
金
）

・
受
付
、
開
講
式

・「
空
手
道
の
歴
史
と
国
際
競
技
力
」
…
⑴

・「
基
本
技
術
①
」（
初
心
者
・
上
級
者
）
…
⑵

・
親
睦
会

■
２
日
目　

８
月
24
日
（
土
）

・「
中
学
校
武
道
指
導
実
践
法
①
・
②
」
…
⑶

・「
安
全
対
策　

事
故
と
指
導
者
の
責
任
」
…
⑷

・「
空
手
道
授
業
採
用
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
」
…
⑸

・「
初
心
者
補
講
」
…
⑹

■
３
日
目　

８
月
25
日
（
日
）

・「
基
本
技
術
②
」（
初
心
者
・
上
級
者
）
…
⑵

・
閉
講
式

■
特
別
講
師

全
日
本
空
手
道
連
盟
副
会
長　

栗
原
茂
夫
…
⑴

■
講
師

全
日
本
空
手
道
連
盟
常
任
理
事　

河
野
匡
宏
…
⑶

大
阪
大
学
講
師
、
森
ノ
宮
医
療
大
学
参
事　

小
山
正
辰
…
⑵　

実
践
女
子
短
期
大
学
教
授　

日
野
一
男
…
⑷

全
日
本
空
手
道
連
盟
事
務
局
長　

日
下
修
次
…
⑵
⑹

■
助
講
師

全
日
本
空
手
道
連
盟
専
務
理
事　

有
竹
隆
佐

群
馬
県
太
田
市
立
南
中
学
校
教
諭　

中
村
武
志
…
⑸

富
山
県
上
市
町
立
上
市
中
学
校
教
頭　

岩
城
公
二

高
知
県
高
知
市
立
青
柳
中
学
校
教
諭　

野
中
史
子

東
北
学
院
中
学
校
・
高
校
教
諭　

竹
中
達
哉

沖
縄
県
沖
縄
市
立
山
内
中
学
校
教
諭　

松
田 

健

帝
京
中
学
校
・
高
校
教
諭　

手
塚
智
幸

国
際
武
道
大
学
助
教　

井
下
佳
織

ニ
ュ
ー
ス
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ

「
第
４
回
全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会
」《
国
庫
補
助
事
業
》

第４回全国空手道指導者研修会
《国庫補助事業》

日時／ 2013 年 8月23日（金）〜 25（日）
会場／日本空手道会館（東京都江東区）
主催／日本武道館・全日本空手道連盟　他経験者はまず３グループに分かれ、「基本の指導法」を検討。グループによっ

て指導法に差が。最終的に各グループの長所や改善点を全体で共有した。

空手道を初めて体験する参加者。体育の先生は呑み込みが早い！

岡山県岡山市立高島中学校
保健体育科教諭　西山智恵先生

講師および参加者一同。年々、研修会の内容が充実している。

「ＫＪ法」を用いたグループワークの時間もあった。

東京都足立区立入谷南中学校
保健体育科教諭　大谷 忍先生
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介
し
、
働
き
か
け
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
授
業
で
は
身
体
の
接
触
が
な
い
」

　
「
ど
の
動
作
に
も
必
ず
一
度
は
礼

が
入
る
よ
う
に
、
礼
節
を
重
ん
じ
る
」

　
「
動
き
が
左
右
対
称
で
身
体
的
に

も
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
」

　
「
体
育
着
、
体
育
館
で
実
施
で
き
、

コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
」

　

な
ど
、
空
手
道
の
長
所
を
明
確
に

伝
え
る
中
で
、
と
く
に
「
安
全
性
」

「
取
り
組
み
や
す
さ
」
が
伝
わ
る
と
、

急
速
に
話
が
進
み
、
学
校
長
が
教
員

の
総
意
を
も
っ
て
教
育
委
員
会
に
相

談
、
教
育
長
の
了
解
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
26
年
度
よ
り
、
現
在

実
施
中
の
柔
道
に
代
わ
り
、
男
女
で

年
12
時
間
の
空
手
道
授
業
を
開
始
す

る
そ
う
で
す
。

■
取
手
二
中
の
丁
寧
な
「
啓
発
」

　
「
空
手
道
授
業
の
一
番
の
ね
ら
い

は
、『
心
の
教
育
』
で
す
。
相
手
が

い
て
こ
そ
練
習
で
き
る
こ
と
に
感
謝

す
る
。
こ
れ
は
現
在
の
取
手
市
教
育

長
、
矢
作
進
氏
の
願
い
で
も
あ
り
ま

す
」（
校
長
）

　

学
校
側
は
、
空
手
道
の
導
入
決
定

後
、
ま
ず
は
平
成
24
年
度
の
１
年
間

紹
介
、
第
２
、３
回
は
実
技
、
第
４

回
は
座
学
と
し
、
授
業
の
運
営
を
具

体
的
に
検
討
し
ま
し
た
。

　
「
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
時
に
は
、

周
囲
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

啓
発
が
必
要
で
す
」―

―

３
年
間
の

ス
パ
ン
で
入
念
に
準
備
し
て
き
た
菊

地
校
長
は
言
い
ま
す
。
生
徒
、
保
護

者
、
教
員
と
の
合
意
を
形
成
し
、
空

手
道
経
験
の
な
い
教
員
や
、
新
任
者

で
も
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
、
教
職

員
全
員
参
加
の
研
修
会
を
開
催
す
る

に
至
っ
た
の
で
す
。

　

今
回
初
め
て
空
手
道
を
習
っ
た
と

い
う
保
健
体
育
科
の
関
根
正
人
先
生

は
、「
危
険
な
の
で
は
？ 

と
い
う
印

象
が
あ
り
ま
し
た
が
、
研
修
を
通
し

て
安
全
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
大
き

な
気
合
（
声
）
を
出
す
と
気
持
ち
が

高
ま
り
、
中
学
生
の
発
達
段
階
に
お

い
て
、効
果
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」。

同
じ
く
片
山
敬
介
先
生
は
「
姿
勢

や
声
が
魅
力
的
で
、
生
徒
た
ち
も
興

味
を
持
っ
て
く
れ
そ
う
で
す
。
正
直

な
と
こ
ろ
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
本

校
に
は
空
手
道
経
験
者
の
教
員
も
お

り
、
解
決
で
き
る
と
思
い
ま
す
」
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
し
た
。

　
■
ま
と
め

　

校
内
で
の
清
掃
奉
仕
や
朝
の
挨

拶
、「
小
中
連
携
授
業
」
で
訪
れ
た

地
域
の
小
学
校
で
、
堂
々
と
形
を
演

武
し
、
靴
を
き
れ
い
に
そ
ろ
え
た
り
、

キ
ビ
キ
ビ
と
行
動
す
る
態
度
に
も
好

■
空
手
道
部
の
あ
る
学
校

　

来
年
度
、
創
立
60
周
年
を
迎
え

る
取
手
市
立
取
手
第
二
中
学
校
に

は
、
県
内
で
唯
一
の
空
手
道
部
が
あ

り
、
現
在
は
男
女
15
名
が
所
属
し
て

い
ま
す
。
創
部
は
平
成
12
年
、
全
国

大
会
入
賞
な
ど
実
績
を
残
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
特
色
あ
る
環
境
で
、
満

を
持
し
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
空
手

道
授
業
が
始
ま
り
ま
す
。

■
地
元
空
手
道
連
盟
の
働
き
か
け

　

も
と
も
と
取
手
市
は
、
昭
和
50
年

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
お
い
て
空

手
道
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
平
成
５
年
に
全
国
中
学
生
空
手

道
選
手
権
大
会
が
始
ま
る
と
、
学
校

名
を
道
衣
の
胸
に
つ
け
、
学
校
長
の

承
認
を
も
ら
っ
て
全
国
大
会
に
出
場

す
る
生
徒
が
出
始
め
ま
し
た
。

　

取
手
二
中
の
生
徒
や
保
護
者
、
道

場
指
導
者
は
、
全
国
大
会
に
出
場

す
る
た
び
に
学
校
へ
報
告
し
、
校
長

が
代
わ
っ
て
も
そ
の
習
慣
は
変
わ
ら

ず
、
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
学
校
と

空
手
道
関
係
者
の
信
頼
関
係
が
少
し

ず
つ
築
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
に
よ
る
中
学
校
武
道

必
修
化
（
平
成
24
年
度
よ
り
）
が
決

定
す
る
と
、
茨
城
県
空
手
道
連
盟
、

取
手
市
空
手
道
連
盟
（
以
下
、県
連・

市
連
）
で
は
「
県
内
で
空
手
道
授
業

を
！
」
と
い
う
目
標
が
出
来
、
取
手

二
中
に
空
手
道
の
特
性
や
長
所
を
紹

感
を
持
た
れ
た―

―

と
い
っ
た
、
空

手
道
部
員
が
学
校
の
内
外
で
模
範

的
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
も
、

導
入
を
後
押
し
し
た
の
で
は
と
、
市

連
の
高
橋
昇
先
生
は
言
い
ま
す
。

　

取
手
二
中
空
手
道
部
監
督
の
安

部
由
邦
先
生
（
技
術
・
家
庭
科
）、

大
久
保
泰
明
先
生
（
保
健
体
育
科
）

の
指
導
は
、競
技
大
会
だ
け
で
な
く
、

日
常
生
活
に
も
し
っ
か
り
と
発
揮
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
空
手
道
関
係

者
と
の
信
頼
関
係
を
下

地
に
、
県
連
・
市
連
が

空
手
道
教
育
の
メ
リ
ッ
ト

を
明
確
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
た
結
果
、
授
業

に
お
け
る
空
手
道
の
魅

力
が
共
有
さ
れ
、
導
入

に
至
り
ま
し
た
。
現
場
で

は
主
に
市
連
が
関
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
県
連
と
市
連

を
か
け
て
生
徒
と
保
護
者
に
説
明
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
学
年
懇
談
、
新
入
生

の
保
護
者
説
明
会
な
ど
で
丁
寧
に
経

緯
を
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

　

教
育
課
程
に
お
い
て
空
手
道
を
実

施
す
る
認
識
や
、「
心
の
教
育
」
を

具
現
化
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
る
た
め

に
、
全
空
連
『
空
手
道
指
導
の
手

引
』
や
実
際
の
授
業
映
像
を
取
り
寄

せ
た
り
、
市
連
に
指
導
を
依
頼
す
る

な
ど
情
報
収
集
と
研
修
に
着
手
し

ま
し
た
。
平
成
25
年
度
に
は
全
４
回

の
研
修
会
を
実
施
し
、
第
１
回
は
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
空
手
道
の

の
連
携
も
密
で
、
県
連
側
に
も
常
に

協
力
体
制
が
出
来
て
い
ま
す
。

　

技
能
の
熟
達
に
重
き
を
置
く
の
で

は
な
く
、
武
道
の
道
徳
性
を
学
び
、

心
の
教
育
を
実
現
す
る
。
学
校
の
教

育
目
標
を
空
手
道
関
係
者
が
共
有

し
、
技
術
面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
学

校
と
空
手
道
関
係
者
が
、
絶
妙
で
、

理
想
的
な
「
最
強
の
タ
ッ
グ
」
を
組

ん
で
い
ま
す
。

　

県
内
初
の
空
手
道
授
業
が
目
前
に

迫
る
取
手
二
中
。「
空
手
道
に
限
ら

ず
、
教
育
と
は
頭
痛
薬
の
よ
う
に
施

し
た
ら
す
ぐ
効
果
が
出
る
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
魅

力
あ
る
空
手
道
を
通
じ
て
、
時
間
を

か
け
て
心
の
教
育
を
し
て
い
き
た
い

で
す
」（
校
長
）

　

こ
こ
取
手
二
中
で
、
空
手
道
授
業

が
ど
ん
な
か
た
ち
で
開
花
す
る
か
、

平
成
26
年
度
が
と
て
も
楽
し
み
で

す
。

（
つ
づ
く
）

平成25年６月24日、茨城県取
とり

手
で

市立取手第二中学校（菊地孝二校長、全校生徒554名）で、学校主催
の空手道指導法研修会が行なわれました。取手市空手道連盟が講師を派遣、参加者は、なんと教職員全員。
同校では26年度から県内初の「空手道授業」開始が決定しており、その準備としての研修会でした。
取手二中では、空手道導入にあたって学校と空手道関係者が強力なタッグを組み、３年間をかけて入念な準
備をしてきました。今回「あゆみ」では、この事例が空手道導入のモデルケースになると考え、取材させて
いただくことにしました。前編・後編の２回に分けてレポートする予定です。

空手道部の
模範的な行動が

好印象

校長先生も
楽しそう！
校内研修会

全空連の日下事務局長、茨城県連役員が取手二中を訪れました。右の写真は菊地校長、空手道部の
安部先生、大久保先生、豊嶋俊彦教頭。左は県連関係者と、研修会で講師を務めた取手市連の関係者。

取手二中と県連・市連の
サクセスストーリー（前編）

空手道授業
導入までの

いつでも
お手伝いします！

礼に始まり
礼に終わる

全
教
職
員
で

空
手
を
研
修
！

特別企画

8 月の全国大会、開催地
の長野市まで、校長先生
と教頭先生が駆け付けて
くれました！
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0.89％
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武道

武道

武道

武道

武道

武道

　
平
成
22
年
に
全
日
本
空
手
道
連
盟
と
日

本
武
道
館
が
中
学
校
武
道
必
修
化
に
向
け

『
空
手
道
指
導
の
手
引
』
を
発
行
し
て
か
ら

早
く
も
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。
必
修
化
か

ら
約
２
年
。『
手
引
』
も
、
内
容
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
べ
く
、
改
訂
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
９
月
６
〜
８
日
、
日
本
武
道
館
研

修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
平
成
25
年
度

中
学
校
武
道
授
業
（
空
手
道
）
指
導
法
研

究
事
業
で
は
、『
手
引
』
改
訂
が
研
究
テ
ー

マ
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊

［　

研
究
事
業
に
つ
い
て　
］

　

研
究
事
業
２
日
目
に
は
、
勝
浦
市
立
勝

浦
中
学
校
の
協
力
に
よ
り
、
は
じ
め
て
空

手
道
を
習
う
中
学
生
17
名
に
、
模
擬
授
業

を
通
し
て
、
礼
法
、
基
本
技
能
、
基
本
形

お
よ
び
団
体
形
、
約
束
組
手
を
体
験
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

勝
敗
が
決
ま
る
「
団
体
形
の
試
合
」
は

と
く
に
盛
り
上
が
り
、
ま
た
、「
正
中
線
」

や
「
間
合
」
の
概
念
を
伝
え
、
生
徒
同
士

で
ペ
ア
を
組
ん
で
約
束
組
手
を
実
施
し
ま

し
た
。
相
手
と
ど
れ
だ
け
離
れ
て
い
れ
ば

安
全
な
の
か
、
あ
る
い
は
危
険
な
の
か
、
適

正
な
「
距
離
感
」
を
学
習
す
る
に
は
、
指

導
者
側
が
し
っ
か
り
配
慮
・
監
督
し
た
う

え
で
、
生
徒
自
身
が
身
体
で
経
験
し
て
学

ぶ
こ
と
が
効
果
的
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

［　
『
手
引
』
改
訂
の
提
案　
］

　
『
手
引
』
に
つ
い
て
は
、立
ち
方
、基
本
形
、

約
束
組
手
の
３
項
目
に
関
し
て
改
訂
の
提

案
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
現

在
掲
載
さ
れ
て
い
る
指
導
案
に
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
持
た
せ
、
生
徒
の
習
熟
度
に
応
じ

て
取
り
組
め
る
「
応
用
編
」
を
盛
り
込
も

う
と
い
う
も
の
で
す
。

「研究事業」参加の研究者と、勝浦中学校陸上部のみなさん。

　

立
ち
方
に
つ
い
て
は
結
び
立
ち
、
前
屈

立
ち
、
平
行
立
ち
、（
外
）八
字
立
ち
、
閉

足
立
ち
の
５
つ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

四
股
立
ち
、
猫
足
立
ち
な
ど
を
追
加
す
れ

ば
、
同
じ
「
突
き
」
に
し
て
も
、
立
ち
方

を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
異
な
る
学
習
効
果

を
得
ら
れ
ま
す
。

　

基
本
形
は
、「
受
け
」
な
ど
挙
動
の
一
部

分
を
変
更
し
て
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や

す
方
法
が
あ
り
ま
す
。（
本
誌
10
ペ
ー
ジ
参

照
）
ま
た
、
基
本
形
に
出
て
く
る
突
き
は
、

前
に
出
て
い
る
脚
と
同
じ
側
の
手
で
突
く

「
順
突
き
」
で
す
が
、「
逆
突
き
」
を
含
む

パ
タ
ー
ン
を
作
っ
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
沖
縄
県
で

授
業
用
に
創
作
さ
れ
た
「
普
及
形
」
に
は

逆
突
き
が
含
ま
れ
ま
す
。

［　

約
束
組
手
の
安
全
性
は
？　
］

　

さ
て
、
約
束
組
手
は
現
在
掲
載
さ
れ
て

い
る
１
種
類
か
ら
、
10
種
類
ま
で
増
や
す

と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、「
あ
ゆ
み
」
第
１
号
に
掲
載
し

た
ス
ポ
ー
ツ
と
け
が（
傷
害
）に
関
す
る
デ
ー

タ
を
紹
介
し
ま
す
。
左
の
グ
ラ
フ
か
ら
分

か
る
よ
う
に
、
空
手
道
は
そ
の
他
の
ス
ポ
ー

ツ
と
比
較
し
て
も
ケ
ガ
の
発
生
率
が
低
く
、

年
齢
や
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
指
導
を
す
る
こ

と
で
、
基
本
・
形
は
も
ち
ろ
ん
、
約
束
組

手
も
安
全
な
実
施
が
可
能
だ
と
言
え
ま
す
。

　

安
全
上
の
注
意
点
や
技
術
指
導
の
ポ
イ

ン
ト
を
『
手
引
』
の
指
導
体
系
に
分
か
り

や
す
く
盛
り
込
め
ば
、
空
手
道
の
経
験
が

な
い
指
導
者
も
安
心
し
て
約
束
組
手
を
指

導
で
き
、
生
徒
た
ち
は
対
人
練
習
な
ら
で

は
の
集
中
力
の
高
ま
り
や
緊
張
感
、「
間
合
」

の
感
覚
を
学
び
取
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

指
導
方
法
を
模
索
し
た「
必
修
化
前
夜
」、

つ
い
に
授
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
「
必
修
化
元

年
」
を
経
て
、
現
在
、
中
学
校
で
の
武
道

授
業
を
い
か
に
実
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
い

け
る
か
が
問
わ
れ
る
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

　

よ
り
教
育
的
効
果
を
上
げ
、
武
道
な
ら

で
は
の
学
習
が
実
現
で
き
る
授
業
を
目
指

し
、
全
空
連
は
『
手
引
』
改
訂
に
向
け
た

協
議
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

空
手
道
授
業
を
行
な
っ
て
い
る
先
生
方
、

学
習
内
容
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
、「
こ
ん
な
資

料
が
あ
れ
ば
い
い
な
」
と
い
う
希
望
、
指
導

方
法
で
迷
っ
て
い
る
点
な
ど
、
ご
提
案
や

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

多様な授業の実現に向けて

『手引』改訂を考える
- 平成 25 年度中学校武道授業（空手道）指導法研究事業 -

（財）スポーツ安全協会『平成 21 年度スポーツ安全保険の加入者及び各種
事故の統計データ』20 ページ「傷害発生率上位 40 種目」より作成

空手道をやってみて
「蹴りが一番気に入りま
した。気持ちがスカッ
とするからです。団体
形では先輩のかけ声が
あって元気にやれまし
た。試合では負けてし
まったけれど、精一杯
力を出せました」

（勝浦中学校１年２組
軽込　翼）

「とても楽しかったで
す。団体形の試合で優
勝できました。大きな
声、視線を前に向ける
こと、速く引き手を取
ることに気を付け、かっ
こ よ く 発 表 し よ う と
チームで話しました」

（勝浦中学校２年３組
嶋津美佳）

約束組手の導入
〜研究事業より〜

お互いに礼

「用意」

「ハイ」 「上段行きます」

相手の動きに
応じて動こう

充分距離を取り…

→

→
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